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１．概要（Summary） 

表面増強ラマン散乱 （以下、Ｓ Ｅ Ｒ Ｓ （ Surface 
Enhanced Raman Scattering）ともいう）は、金属表面

に励起された表面プラズモンによる電界により、金属表面

に存在する分子のラマン散乱光の強度が数桁増強される

現象である。表面プラズモンとは、金属に光を照射したと

きに励起される金属中の自由電子の粗密波である。この

ようなＳＥＲＳは、試料表面近傍の測定方法に応用されて

おり、ラマン散乱光の測定感度を約２桁以上上昇させるこ

とができる表面増強ラマン分光法として提案されている。

反射型プラズモンセンサは、励起光の長波長化による感

度向上が期待され、本検討ではその反射型センサ作製

プロセスにおいて、ナノインプリント技術を用いた製作検

討を行う。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

・EB 描画装置 

・ICP-RIE 装置 

・FE-SEM 

 

【実験方法】 
ナノインプリント用の金型試料は 20 ㎜□のシリコンを用

い、レジストを塗布し電子線描画装置を用いて、描画した。

その後に ICP-RIE 装置にて、シリコンをエッチングし、金

型とした（加工条件は、Fig．１の通り） 
 次に作製したシリコン金型を用い、当社においてナノイ

ンプリント転写をガラス試料上にUV 硬化樹脂を用いて行

った。 
 
 
 

 
Fig.1  Silicon template process for the 

reflective-type plasmon sensors. 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
加工品は FE-SEM で観察を行い、良好な構造が 
形成されている事を確認した（Fig．2）。 

   

 Fig. 2 SEM images of silicon templates for the 
reflective-type plasmon sensors. 
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